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①身障（基準日：H27.4.1） 

障害部位 視 覚 聴覚・言語 肢体不自由 内 部 複 合 計 人口比 人口 

人  数 60  150  517  290  55  1,072  

3.58% 29,918  
（児再掲） 1  3  6  1  1  12  

②知的（基準日：H27.4.1） 

等  級 A1 A2 A B1 B2 計 人口比 人口 

人  数 26  47  2  62  59  196  

0.66% 29,918  
（児再掲） 3  8  0  10  28  49  

③精神（基準日：H27.1.1) 

等  級 １級 ２級 ３級 計 人口比 人口 通院公費 

人  数 24  63  37  124  

0.41% 30,036  293  
（児再掲） 0  0  0  0  

④区分認定者数（基準日：H27.4.1） 

  人数 構成比 

身体 49  28.32% 

知的 92  53.18% 

精神 31  17.92% 

難病 1  0.58% 

計 173    

障害福祉サービス支給決定者（基準日：H27.4.1） 

児童 
非該当 
未認定 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 合計 

訪問系サービス                   

居宅介護・同行援護 4   4 6 5   6 4 29 

日中活動系サービス 

療養介護              1   1 

生活介護        2 12 10 20 17 61 

自立訓練（機能訓練）                 0 

自立訓練（生活訓練）   1     1 1     3 

就労移行支援   9             9 

就労継続支援（A型）   13             13 

就労継続支援（Ｂ型）   29 6 5 8 9     57 

放課後デイ 
児童発達支援 

9               9 

短期入所  7   2 3 8 7 9 7 43 

居住系サービス 

共同生活援助（ＧＨ）   6   3 4 5 2 2 22 

施設入所支援         5 8 10 9 32 
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総合支援法と介護保険の適用関係 
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ケアマネジメントのサイクル 

利用者中心

ニーズのアセスメント 

生活
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セルフケア能力のアセスメント 

チームワークの必要性 
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地域で暮らす障がいを持つ方 

町役場 

病院 

就労継続支援B型事業所  居宅介護（ヘルパー） 

相談支援センター 福祉事務所（生活保護） 

移動支援 あすてらす 

いろいろなサービスを利用して生活 
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病院 

訪問看護 

日中一時 ピアサポート 

生活介護 支援センター 

短期入所 訪問入浴 

保護者の想い・・・ 
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Ａさん （自閉症） 

 南那須特別支援学校に通う息子は、現在小学４年生です。１歳で「精神運動発達遅滞」と
診断、４歳の時に「自閉症」と告知を受けました。 

 息子の異変には、早くから気付いていました。同年代のお友達が歩ける月齢になっても、
歩くどころか、お座りもハイハイも出来ない状態だったので、将来の不安を抱えながら自治
医大へ通院（小児科・理学療法）していました。３歳の時、町の保健婦さんから「発達支援
センター・たけのこ園」を紹介されて、通い始めました。それまでは、家の中で静かに過ご
す事が多かったので、お友達や先生方との交流が刺激になり、少しずつですが変化がみられ
る様になってきました。一人立ち・歩行ができる様になったのが、３歳８ヶ月。将来は車イ
ス生活も覚悟していたので、「キセキが起きた！！」と家族皆大感激でした。 

「就学前には、沢山の体験ができる集団生活をさせて下さい。」との勧めで、保育園に入所
しました。息子は、大好きな先生やお友達との関わりを通じ、楽しい思い出作りができまし
た。 

 母親の私でさえ、息子の障害に対し、どう向きあえばいいのか暗中模索の日々ですが、
「健康に、笑顔でいてくれたら、それでいいのかなあ・・・。」そう思う事にしています。 

 息子は、物心が付く前から電車が大好きです。自閉症の「こだわり」の１つでもある、大
好きな電車を見ながら、お気に入りの歌を聴いています。聴覚過敏な息子ですが、大好きな
電車と歌に癒され、励まされてこれからも困難を乗り越えていく事でしょう。息子には、障
害に負けない強い心で、今後益々厳しくなるであろう時代を生きていって欲しいと強く願っ
ています。 

Ｂさん（脳性麻痺） 

 娘は、片手に乗ってしまう程の大きさで生まれてきました。たくさんのチューブに繋がれ、保育
器で集中管理を受けながら、数ヶ月の入院生活を送りました。未熟児網膜症を患い、肺も未熟だっ
た為、小さい頃は風邪を引きやすく通院の連続でした。 

 やっと退院したものの、追い討ちをかけるように｢脳性マヒ｣の診断が下されました。今思うと、
抱っこした時に何か違うという感覚がありました。私から離れようとするかのように、反り返って
しまうのです。でも、その時の私は、自分の子に障害があるなんて考えても見なかった。ドクター
の誤診じゃないのか？と思ってたくらいですから。なぜ私だけ、こんな辛い思いをしなければいけ
ないのか。毎日複雑な気持ちの中で、リハビリ訓練に通うことになり、まだ小さかった上の子の手
を引き、娘をおぶっての通院となりました。 

 同じ頃に生まれた子供たちは、日ごと成長し、お座りをするようになる・・・しかし娘は、いつ
まで経っても抱っこされたまま・・・成長の差が開いていくにつれ、いつしか外に出るのが嫌に
なってしまった時もありました。だけど、決して世間の目に触れさせず育てようと思ったのではあ
りません。むしろ、沢山の人に存在を知って貰った方が、娘や私の為なのでは？と考えるようにな
りました。しかし、私の気持ちとは反対に、肢体不自由児を受け入れてくれる場所は、なかなかあ
りませんでした。健常児の中に身を置くことで、何か刺激になるかもと思っていたのですが・・・。
そして障害児施設に通うことになり、養護学校入学後にチャンスがやってきました。町内の小学校
の学童保育に週１回、通うことができるようになったのです。けれど、子供たちが受け入れてくれ
るかどうか？車椅子に乗る子供を初めて見るという子もいたかもしれません。子供たちは、次々と
質問をしてきました。子供はストレートで、なお且つ突っ込んで聞いてきます。でも、それは決し
て不快なことではありませんでした。私は、できるだけ分かりやすい言葉で説明をしました。子
供って本当にスゴイ！！あっという間に、それも自然に仲間に入っていきました。  
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 中学生になる頃には、電動車椅子に乗りたいという大きな目標ができました。本人はもちろん、
自分で行きたい所に移動できたら、もっと生活が楽しくなるかもと考えました。そして不自由な左
手での電動車椅子の操作は、なんとか動くが簡単ではありませんでした。猛練習の末、自分の電動
車椅子を手にすることができました。決して操作は上手くありませんが、この車椅子は自分の足な
んだという意識を持ち、乗っています。 

その頃の娘は、身長も体重も右肩上がりで私と同じ位の背丈になっていました。トイレ介助・入浴
介助、服を着替えさせるにも体力が必要です。でも悲しいかな・・・娘は成長し私は老化してい
く・・・。娘を抱きかかえたまま、二人一緒に後ろ向きに倒れたこともありました。お風呂が大好
きな娘を毎日でも入浴させてあげたいけれど、入浴した夜は私もそのままバタンキューでした。
「今日は入浴するから、あまり体力を使わないでおこう」と、憂鬱な気持ちになったものです。や
はり私ひとりでは限界を感じ、入浴サービスを受けることになり、体が随分楽になりました。寝返
りがうてないため、夜何度か体位を変えてやります。小さい頃は片手でできた介助も、今は両手・
両足を使いながら行っています。成長期にてんかん発作が頻繁だったために夜心配で眠れないこと
もありました。夜中に病院に担ぎ込まれたことも・・・。親って不思議なもので、子供の寝息ひと
つ違うだけで目が覚めました。 

 私を振りまわしてくれる娘も、この春に高校１年生となり、食べることとスポーツ観戦が大好き
です。そして進学と同時に寄宿舎に入ることが決まり、現在は週末だけ帰宅するという集団生活を
送っています。母親である私は、娘は泊まれるだろうか？自分のことがきちんと伝えられるだろう
か？トイレは・・・？など、心配はつきませんでした。そして私は、子離れできるだろうか？１５
年間、ずーっと私のそばを離れることができなかったのですから。ところが・・・、そんな心配は
無用でした。娘なりに、学校・寄宿舎生活とも満喫しているのです。私は余計な心配をしていたの
か？親が、社会の色々なルールを教えていくことは当然だと思いますが、外出機会の少ない娘に
とって、そこでの生活の中から生活ルール・人としてのルール・気遣いなど、周りの人を見て学ん
でいることも多いようです。日を追うごとに娘は変わっているように思います。上手く言えません
が、言動も大人っぽくなったような感じがします。そして少しずつ私から離れていくような・・・
でも自立を目指しての入舎ですから喜ばないといけないですね。もしかしたら私が考えているより、
心はもっと成長しているのでしょうか。娘はとっくに親離れの準備ができていたのかもしれません。  

地域での取り組み 
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高根沢町での取り組み（地域包括支援：衣食住？） 

高根沢町在宅福祉ネット（福祉団体との連携） 

平成２２年１１月２６日 高根沢町在宅福祉ネット設立 
 
参加機関：介護事業所・障がい事業所・訪問看護事業所・社会福祉協議会  
     ※１８機関参加 
部   会：訪問部会・通所部会・ショート部会・相談部会 
委  員  会：研修委員会・家族介護委員会・広報委員会 
 
目   的：誰もが暮らしやすい高根沢町を目指し、地域全体で支援が必   
     要な方を支えていく。「地域が居場所」の理念に沿って活動を    
     おこなっていく。行政との協働のあり方を提案していく。 
 
機   能：在宅福祉ネット5つの機能 
○情報機能 ： 困難事例や地域の現状、課題などの情報共有と情報発信 
○調整機能 ： 地域の関係機関によるネットワーク構築 
○開発機能 ： 地域の社会資源の開発、改善 
○教育機能 ： 会員の資質向上の場としての活用 
○権利擁護機能 ： 権利擁護に関する取り組みと展開 
 

在宅福祉ネットから町への提案、協働について（町との協働） 

平成２３年３月１１日の震災を受けて（全壊７棟、半壊７１２棟、一部損壊２５９２棟） 

各団体の震災時の対応検証と課題を全体会でまとめる。分析にあたり、自助・互助・共助 

・公助の視点でまとめる。 

 

町への提案事項 

１．災害時の要援護者対応マニュアル作成に当たっては、災害発生時の安否確認システム 

  に福祉団体と行政間の連携を密にする項目を盛り込んで下さい。 

２．高齢者・障害者向けの福祉避難所の設置検討をお願いします。 

３．高齢者・障害者の被災状況の集約と、的確な支援をおこなうために、福祉災害対策本 

  部の設置をお願いします。 

４．避難者のニーズ調査と支援の必要な項目をわかるように、災害対策本部・福祉災害対 

  策本部が連携、情報を共有できるシステムの検討をお願いします。 

５．福祉サービスは、高齢者・障害者のライフラインですので、福祉車両のガソリン確保 

  について緊急課題とし、商工会等の対応について検討をお願いします。 

 

提案に基づき、毎年、町と協働で防災訓練に参加する。 

・福祉災害対策本部設置と、町災害対策本部との連携。 

・福祉災害対策本部での各施設の状況確認安否確認と、町災害対策本部への報告。 

・町災害対策本部の依頼により、一次避難所から福祉避難所への要援護者の移送と受け入 

 れについて。 

※現在は、社会福祉協議会が中心になって進められている、要援護者リスト作成に協力。 

 災害時支援をきっかけに、平時の地域見守りシステムの構築までを目的とする。 
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 社会福祉協議会の、地域福祉活動計画の中の福祉マッ 
プ作成について参加。 
 
マップを作るだけでいいの？何のためにつくるの？ 
             ↓ 
 
     
 
 マップに掲載するための、福祉認定店を作ろう。認定店 
になるには、約３時間の講座を受ける必要がある。講座は、 
児童分野・障がい分野・高齢分野の講話と、高齢者体験・ 
車椅子体験・アイマスク体験を用意。講座を受けてもらう 
ことによって理解促進につながり、地域の応援団になって 
くれる。受講者には、オリジナルシールを進呈。 
※福祉認定店講習会 ３日間開催 ４２店舗 ５１名の参加 
 

高根沢町福祉マップ作成委員会（社協との連携） 



25 

 「たかねみらい教育プロジェクト検討委員会」は、高根沢町の
子どもたちの輝く未来のために、将来を展望した長期的視点の下
で、限りない可能性をもった高根沢町の子どもたちの教育環境を
いかに整備すべきかを検討するために発足。すまいるも、障害児
支援の立場から参加。 

<<検討内容>> 

①『教育制度や学校規模』に関するテーマ 

 「小中一貫教育について」、「学期制度について」、「学校規   

  模について」 

②『子どもたちの健やかな育成』 

 「豊かな心をはぐくむために」、「望ましい地域のスポーツ活    

  動と体力の向上について」 

③『地域の教育環境』に関するテーマ 

 「地域の遊び場について」 

  

 

たかねみらい教育プロジェクト（教育委員会との連携） 

ひだまりふぁんの会（児童センターとの連携） 

 発達障がい等を持つ子を育てている母から、相談がある。相談場所や

悩みを共有できる場所がほしい。特別な場所ではなく、気軽に相談できる
場所がほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
場  所：児童センター（子育て中の母が気軽に来られる場所） 
関係機関：児童センター・生涯学習課・すまいる   
     児童センター：気軽にいつでも相談でき、子供も安心して 
            遊べる。 
     生涯学習課：垣根を越えた街造りを推進、開催中の託児の 
           ボランティア調整。 
     支援センター：サービスの紹介や、専門的相談に対応。 

ひだまりふぁんの会：子育てをしていて「うちの子は他の子とちょっ 
と違うのかしら」と心配になることはないですか？これは誰にでもあ 
ることですよ。ひだまりふぁんの会は、そんな子育ての悩みを自由に 
おしゃべりしたり、相談したりできる居場所です。みんな仲間、ひと 
りで悩まないで！！ 
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 ノーマライゼーションは、世界の国々の障がい者
福祉の基本理念になっている。 

 

 障がいのある人たちに、障がいのない人たちと同
じ生活条件をつくりだすこと。障がいのある人を、
障がいのない人と同じ機能をもつまでに回復させる
ことがノーマルにすることではなく、障がいをもっ
たままでも、障がいのない人とかわらない日常生活
が送れるよう、生活環境や条件を整備することがノ 

ーマルにすることであるという考えの理念である。 

ノーマライゼーション 

 

 

。 
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